
応募者名：岩手県沿岸広域振興局土木部宮古土木ｾﾝﾀ-
平成２３年

 

２月

事業の名称：都市計画道路宮古港線

栄町工区街路事業

実施都市名：岩手県宮古市

様式３



都市計画道路宮古港線は、宮古駅前と市街地西部を連結する

 

幹線道路であり、本工区は道路拡幅による交通渋滞の解消、及

 

び歩道整備による通勤・通学等歩行者の安全確保を目的とし、

 

郵便局や総合商業施設が隣接する中心市街地の活性化を図る

 

とともに電線類地中化により都市景観の向上等を行なうもので

 

ある。

事 業 目 的

事業名称：栄町工区街路事業
路

 

線

 

名：都市計画道路

 

宮古港線
事業箇所：岩手県宮古市
事業延長：Ｌ＝４４９ｍ
幅

 

員：Ｗ＝１６ｍ（車道３ｍ×２、歩道３．５ｍ×２）
事

 

業

 

費：Ｃ＝２、７８６百万円
事業実施期間：平成７年～平成２１年

本事業は、宮古駅前と市街地西側の地域を連結する幹線

 

道路を拡幅整備するものである。
本区間の車道及び歩道拡幅整備、橋梁の架替えを実施し、

 

併せて電線類の地中化を行い、都市景観の向上及び安全・

 

安心で快適な道路空間を確保する。

事 業 概 要



事 業 位 置 図

全体図（平面図・側面図・横断図）

※

 

方位、スケール、主要道路名等は必ず記入願います

施工位置
至久慈

至釜石

縮尺1:25,000

至岩泉

(主)宮古岩泉線

(主)宮古岩泉線

(国)１０６号

(国)４５号

(一)宮古停車場線

山口川

市道

県道宮古停車場線

県道宮古岩泉線

県道宮古岩泉線

至盛岡

至国道１０６号 至宮古駅

至４５号

ｷｬﾄﾙ

 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

宮古郵便局

立体駐車場

施工延長

 

Ｌ＝４４９ｍ

市道

市道
市道

市道

市道



「整備効果」
・道路幅員の拡幅及び右左折レーンの設置により、市内の交通渋滞が解消された。
・歩道が広くなり、歩行者及び自転車の安全が確保された。
・車道幅員が広くなり、除雪後における車両のすれ違いが容易になり、かつ消防署から市西部
への緊急車両等の走行性が高まった。
・道路照明柱に信号機、交通標識を共架することにより、電線共同溝設置と併せ、柱類の乱立
を解消した。
・渋滞解消により、宮古～盛岡間急行バスの宮古市内における定時性が確保された。
・透水性のブロックを採用することにより、降雨時における快適な歩行性を確保した。
・電線類の地中化により、都市空間が広がり、都市景観が向上した。
「その他の事業効果」
・「一石橋」架替えにより、従前から地元住民により行なわれていた山口川の河川環境愛護活
動と相乗して、都市河川における河川環境空間の創出・改善が図られた。（山口川は鮭の遡
上が見られる。）

宮古港線の整備効果アピール資料

一 石 橋

ショッピングセンター

郵便局 屯所

二級河川山口川
照明・信号機・標識類の整理・統一

路線バスの定時性確保

電線地中化による都市景観向上

透水性ブロックによる歩行性確保

環境保全型ﾌﾞﾛｯｸの採用

都市河川における河川環境空間の改善

右折レーンによる渋滞解消



事 業 前 写 真

平成１３年７月撮影

平成１３年７月撮影

平成１３年７月撮影

事業前写真１

事業前写真２ 事業前写真３



事 業 後 写 真

平成２２年１月撮影

平成２３年２月撮影 平成２２年１月撮影

事業後写真１

事業後写真２ 事業後写真３
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